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では︑
S
N
Sがボトムアップで水平的
なメディアであり︑危機や災害の際に体制側のコントロールした情報しか提供しないマスメディア 比べて︑正しい情報 伝達するのに有益な場合があると論じられている︒この議論は残念なが
ら楽観的過ぎたことが二〇一七年現在には明らかだ︒米国でのトランプ体制を見る限り︑
S
N
Sは垂直でトップダウンのデマゴ
ギー伝達に大きな力を発揮している︒　
さて︑編者らは序章で︑ ﹁災害と説明責任と国家の未来の方向性
を理解するための「支配 な語り
（
m
aster narratives ）」が「トップダ
ウン」と「ボトムアッ 」の二つでせめぎ合っている﹂と総括している
（
p. 17 ）︒そのことを踏まえて︑評者が注目したいのは︑二
つのせめぎ合う﹁支配的な語り﹂のどちらからも逃れ去る多様で無数の集団的な言表行為
（
enunciations ）
の分子状のざわめきがいく
つかの論文に示されている点だ︒それは︑多様な分野の研究者を一堂に会した共同研究だけが生産できる貴重な成果である︒
